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奈良時代プリント 名前

問1 飛鳥・奈良時代に行われた班田収授法の内容として、正しい説明はどれですか。 （2026年 栃木県公立入試 類似）

1. 武士に対して先祖伝来の領地の支
配を認め、その代わりに軍役を課す
仕組みを整えた。

2. 新たに開墾した土地を永久に私有
することを認めることで、農業生産
の拡大を図った。

3. 土地の所有権を認め、地価に応じ
た金額を現金で納めさせることで国
家の財源を確保した。

4. 6歳以上の男女を対象に口分田が
割り当てられ、本人が死亡した際に
国へ返すこととされた。

問2 奈良時代、平城京内にある東大寺に巨大な大仏が建立されました。聖武天皇がこのような大規模な造営活動を行った背景として、当時の社会状
況をふまえた理由を説明したものとして適切なものはどれですか。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. 唐との国交が断絶したため、日本
独自の仏教文化を新たに創造しよう
とした。

2. 地方の豪族たちが独自に仏教を広
めていたため、中央の権威を統一し
ようとした。

3. 伝染病の流行や政治的な混乱が続
いていたため、仏教の力で国を鎮め
ようとした。

4. 大規模な土木工事を行うことで、
失業者に職を与え景気を回復させよ
うとした。

問3 律令時代の戸籍に、53歳の男性（戸主）、52歳の女性、29歳の男性、25歳の女性、1歳の男児の計5名からなる家族が記されているとします。
この家族のうち、乳児を除く男女4名に「口分田」が割り当てられている状況において、彼らが負担した「租」という税の仕組みとして正しい説
明を選びなさい。 （2025年 岐阜県公立入試 類似）

1. 割り当てられた口分田の面積に応
じて、収穫した稲を納める。

2. 成人男性のみが負担し、都へ出向
いて10日間働くかわりに布を納める
。

3. 北海道の開拓に従事する屯田兵と
して、防衛と農業を兼務する。

4. その土地の特産品である絹や糸な
どを、都まで運んで納める。

問4 奈良時代末期にまとめられた、天皇や貴族から、防人や農民といった庶民にいたるまで、幅広い層の人々の歌が収められている日本最古の歌集
は何ですか。 （2020年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 古今和歌集 2. 懐風藻 3. 新古今和歌集 4. 万葉集

問5 奈良時代、天皇を中心とした中央集権体制を確立するため、全国は「国・郡・里」という行政単位に区分されました。このうち、都から派遣さ
れ、地方支配の責任者として行政を担った役職は何ですか。 （2022年 広島県公立入試 類似）

1. 国司 2. 守護 3. 郡司 4. 地頭

問6 律令国家が「班田収授法」を施行した目的や、その仕組みを説明した文として最も適切なものはどれですか。 （2024年 石川県公立入試 類似）

1. 戸籍に基づいて6歳以上の男女に
口分田を与え、生活の安定を図ると
ともに税を徴収する体制を整えるた
め。

2. 武士に領地を分け与え、軍事力と
して国家を守らせることで中央集権
的な体制を維持するため。

3. 開墾した土地を永久に私有するこ
とを認め、貴族や寺院による広大な
土地の所有を奨励するため。

4. 有力な農民に土地を安く売り渡し
、収穫した米を自由に売買できるよ
うにすることで経済を活性化させる
ため。

問7 古代の日本において、天皇を中心とした国づくりを推進するために実施された大規模な事業について、学習ノートの記述として正しいものはど
れですか。 （2017年 長野県公立入試 類似）

1. 墾田永年私財法を廃止し、すべて
の土地を公地とした

2. 平城京を造営し、国家の威信を内
外に示した

3. 廃藩置県を実施し、地方支配を中
央政府の直轄とした

4. 御成敗式目を制定し、武士に対す
る裁判基準を明確にした

問8 遣唐使の派遣と、その往来に関する記述として最も適切なものはどれか。なお、日本と朝鮮半島の諸国との関係性が航路に与えた影響に留意し
て答えなさい。 （2016年 山口県公立入試 類似）

1. 新羅との友好関係が続いたため、
派遣期間を通じて常に朝鮮半島の西
海岸を北上する経路が維持され、阿
倍仲麻呂もこの安全なルートで帰国
を試みた。

2. 一貫して対馬から朝鮮半島へ渡り
、そこから陸路で唐の都を目指す経
路が取られたため、航海中の遭難の
リスクはほとんど存在しなかった。

3. 初期は九州から沖縄を経由する「
南島路」が中心だったが、航海技術
が向上した平安時代以降は、朝鮮半
島の沿岸を北上する「北路」が確立
された。

4. 初期は朝鮮半島の沿岸を通る安全
な「北路」が利用されたが、新羅と
の関係が悪化すると、東シナ海を横
断する危険な「南路」が主に使われ
るようになった。

問9 奈良時代に編纂された書物のうち、中央政府の正史としてまとめられた『日本書紀』や『古事記』と比較した際の、『風土記』の特徴として適
切な説明はどれですか。 （2023年 静岡県公立入試 類似）

1. 万葉仮名を用いて、天皇から防人
、農民まで幅広い階層の人々が詠ん
だ歌をまとめた。

2. 律令制度に基づく税の徴収を目的
として、各地の戸籍や土地の面積を
詳細に記した。

3. 天皇の系譜や国家の成り立ちを、
神話や伝説を交えて年代順に体系化
した。

4. 地方の国ごとに、土地の産物や地
名の由来、古くから伝わる伝承など
が記録された。

問10 奈良時代の国際交流と、当時の都の構造に関する記述として、最も適切な組み合わせを選びなさい。なお、当時の都には中央を南北に貫く大規
模な道路が整備され、計画的な都市造りが行われていました。 （2023年 愛知県公立入試 類似）

1. 東海道が中央を通り、渤海から派
遣された使節によって仏教の経典が
独占的に輸入された。

2. 朱雀大路が中央を通り、シルクロ
ードを通じて唐やイスラム帝国の物
品がもたらされた。

3. 御堂筋が中央を通り、モンゴル帝
国から伝わった建築技術で平城宮が
建設された。

4. 北条大路が中央を通り、宋との正
式な国交を通じて貨幣経済が急速に
浸透した。

問11 律令制が整えられた時期、政府は戸籍を作成して人々の把握に努めました。この戸籍に基づいて行われた「班田収授法」の内容として、最も適
切な説明はどれですか。 （2016年 静岡県公立入試 類似）

1. 新しく開墾した土地を、三世代に
わたって私有することを認める制度
。

2. 6歳以上の男女に口分田を与え、
死亡した際にはその土地を国に返還
させる制度。

3. 有力な貴族や寺社が所有する大規
模な私有地を、国家の直轄地として
没収する制度。

4. 平城京の周辺にある土地を、功績
のあった役人に対して永久に与える
制度。

問12 奈良時代の中頃、聖武天皇は、社会の混乱を鎮めるために仏教の力によって国家の安泰をはかろうとしました。このような考え方を何といいま
すか。 （2023年 高知県公立入試 類似）

1. 浄土信仰 2. 神仏習合 3. 鎮護国家の思想 4. 末法思想

問13 奈良時代において、疫病の流行や政治的な混乱から国家の安定をはかるため、仏教の力で国を守ろうとする思想を何と呼びますか。この思想に
基づき、各地に国分寺や国分尼寺が建立されました。 （2017年 奈良県公立入試 類似）

1. 鎮護国家 2. 律令政治 3. 本地垂迹 4. 王土王民
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

6歳以上の男女を対象に口分田が割り当てら
れ、本人が死亡した際に国へ返すこととされ
た。

律令国家の基本となった土地制度で、戸籍を作成することで税（租・庸・調）を課す対象を明
確にしました。選択肢にある「新たに開墾した土地を永久に私有することを認める」のは、後
に班田収授法が崩壊する原因ともなった墾田永年私財法の説明です。また、現金で納税する仕
組みは明治時代の地租改正、武士の土地支配は中世の封建制度の特徴です。

問2 答え 3
伝染病の流行や政治的な混乱が続いていたた
め、仏教の力で国を鎮めようとした。

当時は天然痘の流行や、貴族・皇族間の政治的な争いが絶えず、社会不安が広がっていました
。聖武天皇は、仏教の力によって国家の災いを取り除こうとする「鎮護国家」の思想に基づき
、都に東大寺、諸国に国分寺・国分尼寺を建立するよう命じました。これは単なる宗教活動で
はなく、国家の安定を図るための重大な統治政策の一環でした。

問3 答え 1
割り当てられた口分田の面積に応じて、収穫
した稲を納める。

律令制度下の「租」は、性別に関係なく、口分田を割り当てられた者すべてがその面積に応じ
て負担する税でした。提示された家族構成では、6歳以上の男女が対象となるため、1歳の乳児
を除く4名がそれぞれの口分田に応じた稲を納めることになります。選択肢にある屯田兵は明
治時代の制度であり、律令制とは関係ありません。

問4 答え 4
万葉集

奈良時代末期に成立した日本最古の歌集です。天皇や貴族だけでなく、東国の農民や九州の警
備に当たった防人（さきもり）の歌なども収められており、当時の人々の素朴な感情や生活を
知ることができる貴重な資料です。現在の元号である「令和」の典拠となったことでも知られ
ています。

問5 答え 1
国司

大化の改新以降、律令制度の整備によって天皇を中心とした中央政府が全国を直接支配する仕
組みが作られました。中央政府から各地方（国）に派遣された官吏を国司と呼び、その下の単
位である「郡」では、地元の有力な豪族が郡司に任命されて実務を補佐しました。これにより
、地方の情報を中央が把握し、統治する体制が整えられました。

問6 答え 1
戸籍に基づいて6歳以上の男女に口分田を与
え、生活の安定を図るとともに税を徴収する
体制を整えるため。

班田収授法は、戸籍を作成して人々の動向を把握し、身分や性別に応じて「口分田」を割り当
てる制度です。これにより、国家は農民に一定の生産手段を与えて生活を維持させつつ、労働
力の確保と「租」などの税収を確実なものにしようとしました。土地は一代限りで、死後は国
に返すことが定められていました。

問7 答え 2
平城京を造営し、国家の威信を内外に示した

奈良時代に建設された平城京は、古代の律令国家がその安定した統治能力と経済力を示すため
に行った象徴的な事業です。選択肢にある御成敗式目は鎌倉時代、廃藩置県は明治時代の出来
事であり、古代の天皇を中心とした国づくりの文脈とは異なります。

問8 答え 4
初期は朝鮮半島の沿岸を通る安全な「北路」
が利用されたが、新羅との関係が悪化すると
、東シナ海を横断する危険な「南路」が主に
使われるようになった。

遣唐使の航路は、朝鮮半島に近い「北路」が当初の主流でしたが、日本と新羅の関係が緊張・
悪化したことにより、後半期には九州から東シナ海を直接横断して唐へ向かう「南路」や「南
島路」が選ばれるようになりました。当時の航海技術では広大な海を横断することは極めて困
難で、多くの使節が遭難するなどの犠牲を払いました。阿倍仲麻呂のように、唐で長く活躍し
たものの帰国を果たせなかった人物も存在します。

問9 答え 4
地方の国ごとに、土地の産物や地名の由来、
古くから伝わる伝承などが記録された。

風土記は、中央から派遣された国司がその国の情報をとりまとめたものです。朝廷が各地域の
資源や文化を把握しようとした目的が背景にあります。一方で、日本書紀や古事記は天皇中心
の国家形成の正当性を説くための歴史書であり、記述の対象や目的が異なります。

問1
0

答え 2
朱雀大路が中央を通り、シルクロードを通じ
て唐やイスラム帝国の物品がもたらされた。

平城京の中央を南北に走るメインストリートは朱雀大路と呼ばれ、その幅は約74メートルに及
ぶ巨大なものでした。この都には遣唐使などによってもたらされた大陸の最新文化が集積しま
した。正倉院の宝物に見られるように、ペルシャ（イスラム帝国周辺）のデザインの影響を受
けた工芸品などが残されていることは、平城京がシルクロードを介したユーラシア大陸のネッ
トワークに繋がっていたことを物語っています。

問1
1

答え 2
6歳以上の男女に口分田を与え、死亡した際
にはその土地を国に返還させる制度。

律令国家の形成期において、国家は「租」という税を確実に集めるために、班田収授法を確立
しました。戸籍をもとに6歳以上の男女に口分田を割り当て、労働力を把握すると同時に、土
地の売買や世襲を禁じることで、国家による土地支配を維持しようとしました。これに対して
、後に制定された「墾田永年私財法」は、開墾した土地の永年私有を認めるものであり、班田
収授法の崩壊につながる出来事でした。

問1
2

答え 3
鎮護国家の思想

聖武天皇の時代には、疫病の流行や政治的な混乱が続いていました。天皇はこれらを仏教の力
で解決しようと考え、この思想に基づいて全国に寺院を建立するなどの政策を推し進めました
。仏教を国家の統治に利用しようとした点が特徴です。

問1
3

答え 1
鎮護国家

奈良時代の聖武天皇は、天然痘の流行や貴族の対立による社会の不安を解消するため、仏教に
よって国家を安定させる「鎮護国家」の思想を推進しました。この方針に基づき、都には東大
寺、諸国には国分寺・国分尼寺が建てられることとなりました。


